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確認⑩ BS13_280715 Q138～161 

　　　　1年後の格付

現在の格付
A B C D(ランク外)

A 90% 10% 0% 0%

B 10% 80% 10% 0%

C 5% 10% 80% 5%

合と黒を取る場合がある。最後 C は白のみであるから 4 通りについて計算する。ABC の順に，A

（4，2），B（2，2），C（1,2）から出し入れする。 

① 白白白：4/6×3/5×2/4＝1/5 

② 白黒白：4/6×2/5×1/4＝1/15 

③ 黒白白：2/6×2/5×2/4＝1/15 

④ 黒黒白：2/6×3/5×1/4＝1/20 

それぞれは同時に起こらないから，加法定理が成り立ち，①から④の和を取る。 

1/5＋1/15＋1/15＋1/20＝（12＋4＋4＋3）／60＝23/60 

【問題５】 10 本の籤の中に 2 本の当たり籤がある。この 10 本の中から同時に 2 本の籤を引くと

き，当たり籤が 1 本又は２本である確率はいくらか。(国税労基 2009)400_149’ 

１：17/45   ２：39/190   ３：49/190   ４：26/95   ５：27/95  

【解説】余事象を考える。10 本から 2 本を引く場合の数は，10Ｃ2＝45（通り） 8 本の外れから 2

本とも外れを引く場合の数は，8Ｃ2＝28（通り） したがって 2 本とも空くじを引く確率は，28/45

よって，1 本又は 2 本の当たり籤をひく確率は，1－28/45＝17/45 

【問題６】 ある格付け会社は企業を A，B，C，D (ランク外）の４段階で格付けしている。表は，

この格付け会社によって A，B，C に格付けされた企業が１年後にどのような格付けになるかの確

率を示したものである。これによれば，

現在 A に格付けされている企業が４年以

内に D（ランク外）の格付けになる確率

はいくらか。ただし，いったん D（ラン

ク外）の格付けになった企業が再び A，B，

C の格付けを得ることはないものとする。（国一般 2013）416_156 

１ 0.1％  ２ 0.125％  ３ 0.15％  ４ 0.175%  ５ 0.2％ 

【解説】場合分けをして計算する。4 年以内で C から D になるから，計算ミスをしないように工

夫するため，各項を 10 倍する。（10,000 倍と同じ） 

①ABCD ：0.1×0.1×0.05＝1×1×0.5×10＝5 

②AABCD：0.9×0.1×0.1×0.05＝9×1×1×0.5＝4.5 

③ABBCD：0.1×0.8×0.1×0.05＝1×8×1×0.5＝4 

④ABCCD：0.1×0.1×0.8×0.05＝1×1×8×0.5＝4 

全部加えると，17.5 この数字から 0.175 を得る。 

 


